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ま え が き
1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）
 によるもので、研究者は次の通りである。
  江兄康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹丙清、
西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、
松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）
2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を
得た。その方々のお名前は、別巻を参照のこと。
3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。
そのほか、話し手と聞き手及ぴ関係の協同研究者が保存する。
4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究
代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。
5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表
者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること
 ができる。
以 上
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丙阜 て才しし’や、始めごでていい王さま首。
抗計学の発展の←グ）、青・話差・何フておきブ1・いという
1となんて・すけれとIも、広1・意味て・ハ統計学て・1、パッン
ンさんは世論調査パ〃）の二ろ、いろいろご’楮奉いピ～
いブ・クしたも巧て1すから、そういうこと《話を同一い1てい
のて・1す。
 ・ます’1ネ刀めにI，1ぐツミ！ンこんグ1ことをよく実ロブているa
本人はア・く一さんいますけれと一’も、こい仏身とがそういラこ
と，は、案外ムんな知らない。私宅知らない’んで一すが‘’、 ヒ．・
こ（お生まれ一て1す・一が。
バソシンI ﾛ1くは、ンカコ・生まれのシカゴ．．育ち。シカゴI’
欠字にも行きまレ戸・。
 シカコーI大宇で一、ソシオロジLヒバて了ン又ロポロジ1
一をヤ／亭し㌧」ぼ・灯パロポロシストて’す・…2
年、コロ。ピア文学ド行ったとき一 P二、ネ〃てソシ才ロゾ
ー・学科に人1－1二、そのときまピす㌧とアソス．1コれ
ジ㌧ばかソやって、1ア（．．了〉スロ木θロジーとソシオ1コジ
ーはどういう3、うに皇フているが、・ばくはよくわがらね
いけれと・、ポ止とにかく一大和専攻は了ンスロだロン㌧†イ
フブてんで’ ｷ。
甲午 失礼て’すけれとIIも・お生まれは何年で．すが・・
パッシン・9・6年の／2月の・6日て’’す。／2月巧・6川ぺ
← 一 べ・ンの享延生日 て1’すが’ナユ。
酉卑 それビや、日本流！こい・うと、出身のだ学はシカゴ．1
た学ということで．，わ・。
バソシン そろて，す。
丙午アン又ロポロジーll’と、・ベネ子ン7トや何がの一・・一。
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／．ｮソシン 臼奉■こ呆る廊下にて‘，むへ1本デ∵てブトを言克ノくノだ’こ
と外12）パて・ハて川すが一、実はべ’ネディ7＋列日本研究は、
石本に来てからレが知らなが1ア㍉フま／、発表が・坤
循ブ～フトグていすから。終戦巧里牟、頂召和21年の初易テ～と
思います。ほ’’くは、自本に来てがらレか見なかフたので
す。書いだということを聞い†↓1・，すけれど・も、ぼ、く一は
ま†≒一兵隊ブ～1ア・がら、昆るチャンスグな〃・lllわけで’す。
．て・・すヵ・ら、ぽ’く川本研究と申しますとほとんど帥・
っアニ。あるとレアこら、ジヲン・コニンフ．’リー巧石η究（・・；い
γ｛’フた。一Gンフ1・ソーはシカゴ〔文学6う・ア＝！スD才。ロジ，スト
て∵、斬争前は恐ら．くアメリカ唯一ぺ 日本ム了二’ス0木
σジ㌧巧研究家ガった。熊本県《須1工村という」ごろで’
定態言回査（フ／一レト・ワーク、）をして、有島な一{にし
llんで・・す。I岺O。て・、はそれが・唯一列、’ ?＜潟Jて・巧7パ
ロれジー（日本研究たったんて1’す。当帥そグl／らい
しが矢口らなガっ．ブ・山
脅午 と’うレて日本に興味皇お持ちになフたX）で1すヵ・。
ハ．ツシン  てナしは全くの帰然て三’ったんて一す一けれど‘’毛、 勲1
争グ始まフたとさ、は、巳系人が’了メリ・力4西海岸がら追
い出されたんて’’し、よ・う。戦争ヅ始まっブ・／94／年ン2月には、
ほ’’／はノー又ウェ’ｱ㍗文学．灯ン又口木ロプ棉師
（インストラ7ター）左やフて．いた列て1．す二
 戦争にはってから、ぽ’くIは未刀あで世論亨周査の経験を身
につけるようにたラた．当時、アメ’．リガ巧茱予多、有（†に
農業経済局（・舳〕f｝・比1t肌1・・舳i・・）
とい・うピろがIム．って、そ岬に打合山里学のりカト
け・刊・i・L畑t）先生・1〕・さた世論調香機関け1ナ1
ので’’す一 プロフ’’ラム’・フーペイ入㌧・ディウ’1イジ才ン（PSP）
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とし・われた。戟予・が一始ユフブニころは・〕・さい石青究所で．一、百
姓左文才象にして．、農務右巧フ．りプラムをビ’ラ受け取るか
とヵ・、百姓わv農務有に対レセ河を望んで’’いるとか、フ。ロ
グラ4にど’ラこ1・ボいろ・ク・というようね・こΣをアンケ
ー一を．していブて’（て一す、
 戦争にな・ブてザ攻麻がたお世論調査を重要複レてき
ア（．レカ・し、アメリカ政府内で・世論調査検閑みたいなも
川まてれレかな．がフプ・。唯一弓毛のたつブくレ、幸いに学
問的に質ガ押に肩がった一
 身支材了的・に2フの画てピそうア～っブニといえろと思う。 1フ
’リガト先生バ有名たネ立会心王星学れ，ll・。ア’ロプラ
∠。・サーへ・イ入I・ディウ川イジ．オン（P8D）を設立する
前てI・も、もラ．大分有名ブっブニ。フ3ソ、調査方1亥とか、
サ）フリンプ幻両て・，もP SレがL番すぐれた研究所とい
う吉子羊リた1？に。 い4うゆる雇うじ・（叉1一ラティフフイ．ドー・一ラ
ニ。タ．1ム・サンプ。ソング）バ’文油膜に突付さオしていブ・ηは
恐バそイ1たていレー｛．～・フの打柿にし1
ダクしてムフブニんで．’す．。
 そして戦争1一こなつでこら、全国し吻うの学名去募集しま
レア1。ぽ・くは当時ノー又ウ三スタ．ン大学にいたが・、そこ
がらい士会心理学名が、・人1平ばれた・て’す。その1人が1
いま非常に有舳ミシガン大学のア・クス・キャンベリレ
博士。
酉平 彼1ガ死んだそラーで’すね。
バッミ／ン そう。いつ？
西平一フランス巧友達6・シデ71’・ぴ死小・って、
去年（・93・年）のハスマスー・力．一ドに書いてきました。
パ！シン そうで・・すが。そナ〕ま手4知；フなカ’フた・
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色半 し、い一ん’て・しアこけれど’も、あ、そ・こにいプんで一すが。
ノぐ・ソシン 羊皮はノースーウェスタン大学てI1ぽ’く巧先輩て㌧c
1里芋、ぼくはアンスロ木。ジー～っす二。’彼と、い1ん
心王里宇者の、いまと一’ラブー5？ているφ’矢口らブJいけナしといもジ
ャン・エバ’ハートといラ。この2人が’ソカートにp手ば九
ナニんで，す。そ一レて千ヤ7ベルが’研究所列第2番目の．地位
に㍑フブニ。
 そ皮は、了ンスロポロジ又トが’2～3人くらい谷之レい、
乗はいがとい1てきk。それで’’、・9・・和6月・、学与が’
・終わフてがら、ほIIくはワシントンに行っナて。そ勿と…・
アソス』本ロジ又一トが・2人行フたんで’すが’、！人は・見
えているて・・しょう、ジョン・ベスト。ぽ’く．はベネッ1－
            J！とシカゴ’’大学巧同級て’、井甲に観じ．がった。2人ピチー
ペ三’1㌧それで．’ξんが㌧緒にワシントニに行1た十て’’
す。．
 一そ．こパ同査の特級μ、たプ．の青逼．勿．世論調査し’やだか
フす。。フまソ、広くて浅い調査 （エフステンシウ1’一e沙’
t帥。1。。）て’πなくて、いわゆるテー’フス・．ザベイす二111。
ポがらデプス ・サーべ一イ と エフ人テ ンシゲ・’サーベイ巧
縞ひ1フきということになった。エフステンシゲがアンケ．
一ト調査をやる前に、力・なリ時間．をかけてデ1アス・サニ
ヘ＾イ を 行 フ と い フ や ツ 万 。
 デIプ又・サーへ’仙率階て’’、ばく一とベネットが’イー・9
ビューをしていア“て・・す、パン、フリラストとIが、問
題・、背景を調べ’る．ときには、私ら了ン又ロー木Pシ’’又トガ
重力いブ・わけて一’す。 マういうことて’、アノリカレ’ゆう一しょ
フちゃう旅行しましト。τ二とえば調査才る前に・ジ1コー
ジ1了州のアー．コ｝又タ市に6垣間・一くらいいて、1紋底的に町
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の石肝冗をしたソ、ア）ス1⊃才ごロジストとしマ、¢言回査をや
りエレてから、そめ係て・・世論調査＾行わ札たので．Iす。一
之調査について払らグ徹底しブニバ’ツ．クグ’ラウンド調査あ
るいはネ士会心1里学調年差しブ・わけてI■寸。
 そ・う．いう1士李1．ユ三年くらいレまレて、ぼ／としてネ刀め
てせ論調査の経験を身につケたので・’．す。カゾよソ徹底的な
よい経験だフた。共学にすぐ■れた研究所で．’、ナ（とえばハ
イマン先生1が1いたレ、フまソ当時（了メノカ（一流、c理
学者、本土・冬学者が1世論調査に逆フー’い仁．仁とえは’’い｛巧
「パフ．1 O／ダ才、ヒ㌧オ’ン・フ才一9ト・ゲ扇集長の
テニ1フいスンさんとが、ク，泉いう人はほとんど1みん～そ二
に」一時！1集まlll・了メ／力㍗研究所1・1．1たんlI’すグ
ら。ほヵ’には、キ’ヤロップけ、ワ1ぐ一みア子いた調査し
ヵ・ブよ・かフアニて一すから。
 2年間くらいそこllおl／まレて、そろそう徴兵1こねる
んげやないかと忍フてミまし†・。
両平 ．ソカートさんはヒ’’ラいう方なん・で1すヵ・。ぽ’くは、
ク、の方の書い仁ものは印象的な4て．’すが1，、こわい先生て・
すが、・やごレい先生て・、すが。
1い’！シン いや、†さレ（ない。ちょっと几帳両で、非
常に礼儀正レく、親しい。れそラね人ゼギ＾・・．ぼくは
そこの本師に巧まクいプスカ’フたから、よくわ力’らない一．
とIさどきレかおフき合いしなヵ＼フ才・パ‘Iす、
 ぼくとへ’ネソトは、テキサ人ヒ字・、ガ／フ才）レニ了ヒ
ヵ・・ミシシッピーヒヵ’、へんぴナよと一こうは．’フがリ行フて、
2週間ないし6週間実態調査してかタブシントンに帰っ
て’ ｫ1二もので、瓜きりつぎ合いはなヵ・フ†川て・つが1、印
象としては共学にネし陰圧い・。
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西平 紳・士？
バッシン ．争中士で’す。 そして頭が1井牢に逐一く（、ずく・即
応寸ろ、とい1思し’て・い㍉ば／はあま．／用事い’1い’．
すから、 直ブ妾っフき冶＼いは少・ながっす∴
 彼よりは千ヤンベしル、そ。して毛う1人ムもしういんピ、
ワ）しデマー ・ 二一 〕レセンと い うん、 いま アヌペン ・イ シ
スティナユート巧牽デ音アにねフて㌧・る。
一両平 調査会．社の9
パ、、シン・ いやいや、一そ〇二一ルセ〉レ・十けくて、長く
7オード財団に剛柔していた。国濠剛柔．それガら、表・
くアラリマ㌧丁メリカ・イシスティテユー一・トにいア㍍有’
名は方で一、アメリカの財団にフ・い・てか㍍ハー権．威老で1す。
復い1にいブ・んで‘’す、
 その2人にしょつら中う分いましたI。いま名前、ビー忘
れしてますが‘・、サンプソ）グを押当し†二人は、本当4天
才オ三’った。ぼくは依にて一・さる戸÷〔レ“つち中う会いまし
て、いろいう教わっプてんで・1すが’、本当に篤いちゃっす・ん
で・寺よ。巧みはヤけて一、あ㍑小ケ叙で・り1はけン
プ1ノ）プが1て．’きるといラことに、本当1：驚いア・ので’す一
 とに．1・／－2年間／らいそ’一1一にいまして、．そろそろ兵隊
に行がプよければいないし・・やな’ ｢が、徴兵に1ユる㍑う
と気にねプア（。ぼくは若がフたけれビ’も、結婚レ・ていて、
。…年に一q供が一で1きましll。そレて軍つ’都脊てI、引芙を．
持つ，老は猶予1・㍍フす・ので1す。
西平 品集が・ねガ行ヵ・来たいわけて’tすね。
バッシン そうたんて・・す。2年間くらい行かなが2だけ
れど’’毛、もうそうそうそ少時間に7Jるんし1ヤないが、ぼ一
くの番号が’∵よいよ来る←ぴゃないがと恩フ方㍍クレ白
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分の時間が・涼しが1ブ1いで．すガら、石珂空所在やめまし
でく、 3ヵ月くらい三幸4室ラ台に才リ刷するフも．リてへした． ぽ’
くはそ勿前にメキシコで・人類学巧研究一をやっ↑・ぺ一すグ
ら、きちんと完成しブ・がフた。それで’、家て’一遊んだ一ソ、
幾・つがの長い論文叢書い、ナくソ、丈’外そういう二とにその
目寺間をイ史フ kのです。
 とこう．が不思議なことに、徴兵の・子定が’狂ってしま、・
て、また延は’’立札ちゃ、った，井写によがったんたけれピ
も、お全がなくブ・っブニ．（笑）お全バ’ねくて、何とかレな
けれ1㍑らIア川と，忍。ナニけ札と・・毛、いっ兵隊に行／かわ
ガら1よいがら、うくω士事はて一一きねい。それにラく㍑と
ころは株17くれ1ハ・。文’wとヵ・研究所とかは、いフ兵
隊に行／ガわガら1∴、から、らいくけ’千・．しがパ・ん．
て．’O
 それで’、数人の表違に聞いちリしましたら、日来んの
正束開て・・了丈 ソ カ 注文肩一ヵv’、 ．ウ ォ 一 ）レ ・ り 0 ブ 一 ショ 1／ ・才
一ソリテ。（WkA）ヒいう機関をっいていいてnす。
W巨Aは両都川又容所左担当し、収容所カゾ日条んが、弘一
てくる≒、一雄ネ立会への受け一入れと、い．う問題も担当レ7
し、まレブ（。坦てくる人だらの月載業とイ主宅をあっせんする
付亭をやっていた．ぼ’く勿友達が一、w艮Aて1かねク高い
㌣又←に置がナしていkので’’すが‘’、猿の言古によフてWRA
‘ポよく了ンスロポロシスト圭探る、日、本人はエキソチッ
7て・、・ヨーロソバ禾ヒは違う民族だがら、日本人を取ク
扱う川二専門・家バー番いいん．し・・やねいかといラ者えブっ
ブニらしい。ぼ・く茎そこに採ソ入れてもらフkんで’す。
 おそら一く収容所に行く†～ろうと思フた。キャンγにつ・
．い多／の人類学砂・いいで’ザぼ’・の、知1ている人
              ？
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がI{何人い†・．、乙て・・育．そグラち、いまれになフた人類
字者も一いた。おそらくぼくはそこに行（τ｛’ううと、巳フた
ら、・そうし’やプ〃・フブニ。て勿かわりにデトロイHて五ら’
れちゃフすて。デトロイト勿支所長ドよフた，。収容所がら
の日家人を一受け入れ＿付事や住、宅ねんが《あっせんをや
lll。日系人と．フき合・い1ガそll・紗て・す’
 そ（事務所て〔、最ネ力役んか．’2人いた二！人はオハイ才
州立文学赦授て’’、2～3ヵ月間／らいで■やめました外で．1
ばくはゾ人に戸∫’ラた。あとはセグレ9ソ12ん3ん一み
ん1・2せの苦し、十巧．人三へれにんて．’す。
は’くは人類宇肩．1バペ・すガら、当然亨葉、語学に非
常に興味が’孝）1マ、覚えい・1だけれど’’ザナよが1・グ敢
えてくナし㍍い。 というグは、 日本き吾が’て1・さるということ
は、 2世と・しては非常に不孝リだ’フ．才二んです。 フ・ま1ノ、日
本書吾が’よくて’’きる人は、純粋っア大リガ人レ’やない、日
本白打～という2、うに見られる。ブガら、’ ﾍ’’く（同ソの2
世は、’わざわざ「日本書吾はでさない一と1ゴグリいフてい
1・んで・・す。．ばくは、そ・気符ち、わヵ・1たんす～けれ≒’’も、
とにかく日本語を勉強てハきねいんてベイライラレて一い㌧
 ち ょ う と・．その こ ろデトロ プ ト の二亘庄為て’、 シカゴ’’大写4
回、級生に、3ぐフカ・111。彼はいま共学に有名1・考古学名て＾
すが，、当時軍服を扇でいろ。彼と落ち合フて飲みに行1
仁。そして．、どうしているかと聞ガれ1ナ・ういうと
こうにいて、 日本語をとても勉強じず・いけれビもでき㍍
いと語フた，そうしプこら、全くハ偶然て・すが’、彼は隊軍一
月歩誇学細副手麦長い1・んで・すθそレ．て㌧君はとI1うセ
陸軍に行が㍑ければ㍍ら㍑いけメ・しと’・も、志願すれば陸軍
日本諺学ネ走に入れる一志願しない’と入れてく外枢いガら・
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早く思い載って志願しうと俵が’いフす（んで＾す．。そういフ
た腸舛て・・、ぼくは陸軍を充顧して、そ（日本語学技に、＼
れてもらっア（んで叶す。
西平 文体ビのくらい日本語喜・・一。
パ㌣シン そこ力コース1ま！8ヵ月・だフ仁んで’す。フまソ
1算間、ミンガ’ン大学で．・勉強レ7，Zカ月間、軍事数緯
を南部て’やっ才・。予定としては、それが・、終わっ7二ら半年、
三えソ夕刊のある基地て・、完成する。とこうが’、途中て・・戦
争が’終わソましす・ガら、突瞭は・6ヵ巧間に打っ←んで｝す。
 そして、卒業’レてすぐ日本に采ナ・んで＾す。つまザ終
戦（耳、昭杓20年⑦／2月ρ終わソご’るで’す。学校にいる’’
ときは伍長／らいだフkんで・す州・、卒業しブ・ら少尉にね
つアて。
 あい二と食フたときは、ぼくはみ、そらくまプ～’ケ尉ド1
たて’’しょう。
西平一ぼ’くが’み目にかかった勿は・4年ぐらいでnしブ
ハθ c シ．ン  そナしビや、 も ラ子夏員 レた伝で・すれ。
西平ぼくは、パッシンごんの軍服姿は知らねいて・・首。
ノぐツシン 日本に名いた二うは、げく．は少尉て’、最初博
多に考千っ†二んで’’す。 ナ字多て・・テレコ三ユニナー…／ヨン才灸閲。
そこ’に4ヵ月く・・タいいて、夕．月が6月に東京1七呼ばれた
んIﾄ・．す。、世論調査勿経験が1あることが・わがフてさて、総
司令都が・ぽ’くに「来い、ヒ時びヵ・け仁。それで・車亥に行
フ丁てら、’ ｯ間楕報赦育周一i・C工．E）†～フ上。そこの．壮事
は主に散百とメ子’イア関係†～フだけれど’．も、げ’くはそ勿
関係し’やね之て、世論調査て・呼ばれ†二んで＾す。
 そのとき、ハニーバ㌧ド大学列ジョンーペルゼ〕レが・世帯
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調査差担当レてい仁んで．’す。伎は、・毒矢隊の少佐か中佐、
当時は．少佐た’フ仁と、思いますあ、1・、彼も了ンスロ木・’ロゾス
トブ’フた。すてた’、世論言回査は全、塔経験が’ない汐’．ら、はる
たけぼくに1土てようとし1二。彼は2～3ヵ月くら1一川で、
アxリガに行って復員してから．、またハーノぐ一ド文学に
帰フて、博士ニコー又に入っ仁。終わフてがらまτ・日本に
戻ってき1二。その経緯て’’ば・は、忍いヵへげブ・く少局・低一
い伍て’’、世論調査α才旦当老になソました。
 当時は、ハ。ブリフプ・才ビニ才ン・ユニソトというこ
とで’1、言累．とが卸て一な／’て班／」ら1・の組織†1㌧プ1。専門家
はほ．’く1人す～っ1千。そして、使命ヵ・’はフきリしていなヵ・
フ才㍍ナ・ブ世論について何ガやらなけれはI’1よらナ・い。
 一番長ネ刀、日本人がら毎日、マッカーサー元帥あてに
何千逓もの手紙ヤら請願が・采仁。’ｻ札を一分析して報告書
を出ごなければ’ならなかフプニ。
面平投書マ・・すが。
パッシン そうで‘す。最初は、そ（投書②r部は紙司令
部（情報局 （G2）、でネラル・ウペコヒ㌧少将のところ
に行っブニんで・す。と川ういラ基準r，q2とぼ’・列どころ
で’．分けていアニが知らな．いけれど．しも。仁プ’、うら巧方て’‘受
トブニ合を今析しなければ‘’はらない。毎日何千通もトプて
き一ﾜして、言亮みす刀〃エいし、と＾うしょうヵ・と思った。（笑）
そしてす～んブ三’んと合王星的なやリ方が”で’きまし了二。
 ぽ’・は、これ’が’世論調査レ’や一はいから、こっち川上李
ビ半㍑くて、情報局H壬せるべ・きボと恩フた。上司．を言免
得して結局そラなリましす二。
 投書分析でllよけ糺ば’、’と一ういラ仕事をやればよい一かと
㍑ると、ば（はやっはリ世論調査一（当一時は輿論r｛’・たが一）、
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セ諭左測定すること†｛’と恩1た。突正見するグi仁はとIしラや
ればいいか。カネ。が・がかるガら、わが・班の予算て’はとて
もて・・きたいレ、委託する予算もながっブニ．そんたら2フ
何方法しかない。 1フは、世書分（兆レを、メ子川づアとガ
簡単に手に入りやすいものを読み取プて今析すること．
もラ1つは、8本巧世論調査機関と協力する二と。そこ
で’、既存レてμ．る研窄所！一緒にするが・新レい砺一究所
をすすめる牟ということで一しアニ。一戻そ一存か、毒ケレくて一きだ
一世論石刃究所め養成が’ぼく巧三・・ションに㍑フた。
 そ（子皇、 世二言合・言回・て査は’6一リて一はおもレろくないと思っ六（
力・ら、社会写的、もっ一Iと広くいえば．’、ネ土会科写的な石研究
はわが班ハミ・ソジョンに追加してもらった．
両十  PO失8斥。
パ・／シンそれが．世（興）論及びネ土・ト学研究郡になフナ・ん
で・す。そ、1で・農地改革とか漁業改革とが・占千臭軍のあら
ゆる’ v1コプラAに関する前と後のネ±会学的調査、世論調
査をやる二とになっ仁。 そういうニケ｛’ったんて’す。．
 最初ぼ’くは了メリ才人ヒして1人す｛’フブてから、それに
らよっと野心的セフ†てがら、†～んす～んヒ人数をふヤして
いきまし仁、技術的た両ドおいて了メリ．方人（方が’いい
と，忍プア・わ・1、日本語がで・きねくて、日本勿ことほとんと・1
知一轤ﾈいから、ア丈ソカ人を伎ラには限度が’あると毘一フ
τ二。世論言回査の違老た了メリカ人を数人入れて、残ソは
日本．人（学者で1付加しフニ方が・いいと恩・たウ
 で’すがら、そ（とき’こよフて数が逐っていア・け一れと．し毛、
ス 9一ブ フとい うよ りは、雇嚢問とがいうい ろた形て・自六二ん
が・夕・～6・人、多いときに・は6・人15い1ご1ナニ。梓会学名、
人頼学名、統き†学名は．とが’、何らか（形で関隊して・I・プ（
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と思います。
両平 ．凹ネす田丁②．もと。NトlK（1階の大きな手下屋に、有
名プよネ土台写（先生が’すnらソと…・一。私はノあそこでリ年間
給料左もらい身した。もらいに行・lllけドつア・んで・・す1ブI
れとハも、 行くと、老先生たち．が’いらっしゃ る勿て・・、ひ’’フく
リしましア：．
ハθこソシン 終戦②とぎだ’ったから、台iしと二カ）京城文学グ
ら帰フてきナて学者だちで・1、職州けくて国フていた老を特
に心配して、PO＆S尾に一時入れたんて・・す。一番最初、
渋沃萄之三さんに、「こラいうんが’いるバ．、1可とガで・きな．．．い
が、と頼ま札たんて！、そ勿推薦て・1す’し1ぶん入れブてんで・・す。
合北帝国大学ハ馬淵先生とが、東城帝大（於本末太郎先
生とが。
西平  考支育一夫学にいて、 宗教学をやって いた。
パッシン声野清ん、I細勝徳、．納社会れか民俗字
と1・、ずいふ’んいゲしうね人を入れ一P1．。柳田固男先生つ
お弟チて・・、困フていたんも入れた。もら一うん、そ一んん多
くて使い加れアよかフす二。われわ〆し（フθロシ．エラ←に本ヵ0一
レ1いは…ヒきに、背自谷のやげいこと差やらい・巧
てけ。
 アメリカ人はケ㍑が？た’’けれビも、みんねいい人て一し
τ（よ。1人はジ’ヨシ・ベネソトた’った。いまミス1㌧ソー
州ハフンンフトン欠字の人差員学者支才受をしている。・もう1
人は、三シがン州五大掌の人類学ら石野厳君、彼は2世
で・す。それ力・ら、後にコ。シビ’了文学の博’士にいた、
テI，ご’ソト’・シー）レス’’。彼は、「国際社会科学事典、の編集
長皇していて、そしていまネ±会科学評議会（SS艮C）
例重役を一している。
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両平 デミンプ？
ノぐ ソ う ン   デミ ン 7’’は雇員問 と し て 3 ヵ 月 間く ら いし・ら フ
しγ二が’、わヵべ吾アの雇員問しI’やねくて、 いわゆるεSS （手至
済及ぴ粁学局）の顧問としてア三’フた。夫セ’’い八人に顧問
としていらっしていアニ1三きまし仁、
 スタン7としてμ、・ハワイ例2世巧女の人、ツチヤマ・
gミエという人。毛う1人は、サム・ナカヵ’■マという当
時2等兵た’1た2世が’いす1。いま共学に有名だ、経済学
研究所長差している人。がい世論調査て・さばけた老て’1
シ・ユイム人’・セI一ヤー君。とにかく了メソカ人4又タッ
プは若くて少たい（て・、日本創ク1ス9・ソフで一偉い先生、
そして、それにときと一き了メソヵがら顧問に来てもらっ
す（んで＾寸。
 顧問グ1うらには、力’わソいい人が・・来ました、パパ㌧ト・
／．・イマ）か’ 驍ﾜレすニレ、ハーバ㌧ト’’大一写巧7ラうド・7
ランク木丁ン・そしてネ土公写のレて1巳ンド’・パーウ7一も
来ました。当時、いわ冷るシング9ソノというも卯・“
ほとんビ．7よがったハハ、・’彼4研究所（名前を、忘れましブ・
が・jが・、おそらく一丁メリカ勿最初パつだllてと思いま
す． 口手エス9一大学ハネ士会学主イ壬考文才受をやめて、づ列②
シ）フ．タ）フ（最初（所長にねっていた。俵もリガ‘
ト（石百究所（PS P）に関係グ’あフアニ。†～から、世論調
査方法は全峨1こフいてそ列豊中が・許しがブト。
 もう1人（顧問で．1、精神分析掌老が’いた。コロンビア
た学の有名ナ・人類学者7ロレン入・バウデナカーの妨．
末〕しテ・シスいた。それから、農村社会学で・有名なト
ク・ルーバー・といラ人も来てもら・た。彼は∴わナしわ
れ⑦農地改革列研究ち才旦当1レてい．まレた。
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 そういうぐ’あいに、しょっち中ラ・了メソカっ専門家に
来ても．らい3した。そして、専門家か・采す・ときには、講
習会・みフニい才よごと差やソヨした。一覚えているかもし
れねいが’、純控冨邸て・せ論調査（石引i参会が・あフブづ。そこ
で・サンプいプにフ1、；てデ1・ブ、一般世論調．査方法は
ハイマ〉が’やりましト。（写真を本寺ってくる）
画界私は、昨理古卯会合鵬■P÷けて一、全納らな・い
んて・・す。
パッ㌧ン   佐藤栄斥が’官房長官レ てい仁 こ るで’、 考皮が’全
都奈1セんしていたんて1すから・
 （写真主’見たが’ら）これが1鶴免和子、ハてマン、ぼく、
これが・デミング’、それから松宮克巳。これは覚えて1・る
で・し．よラ、塵た欠字グ．米山オ圭三さん。
西平 この間七く㍍られまし。たね。
／いソシン これはC工E例人2。これは鈴木束太郎先生。
 とにかく3日ヵ）4・日・子だ三里宮丞事て’や．ソました．テ’一三シ
クI’先生ばば一くグところ直接し・やたくて、石s s句雇員問て・
レト。とにかく基礎すンプソング巧指毎で’彼をP予ひ’まし
す（， 古う1．人は、 ウィリア∠へ∴カーフ・㌧
両県’手4は末口らない。
バツシ、ン 俵も国勢調本局（サンプゾンプの専門家ブフ
†（んで・・す。そして俵が’、サンプ。ソン7．．の講習会を何回も
やったんて一プ彼は日．本一年間くらい」いまし㌧両平
ごんもよく知フているはす’。
 そういうぐあいにやリましオ・が・、了メリカ’一側（又9ツ
7は少ないし、毛かっr二。井牢にすぐれておって・μ～け
れども、’ふまリ復戚が’なが・た。日本例1享有名ね先生が1
そうフていす・ソ、了．メクカ（専門康にもし」よフら．ゆラ束
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てもらフトリしました。
両平  「読み書き’能力調査一のときは、／いソ1。一ンさんは？
パソシン ぼ’くはいkん1三’けれども、それは別個に行わ・
れ㌧一ペルセ’Iルさ←が1やフ㌧ペルぜ〕レさんは・最弧
自／三ト（す専士請ザ丈にしようといラ名えず～っナっと思う。 て・‘も、
す専士論文にはしブ5がフブニ。とにかく催が’日本に帰．クたく
て、．何かプロデェフト去・，なければ．’日本に来られないガら、
「読み書き能力調査Jを引き受けト。
西平 ペルゼ’）レミん・が’いらっし十？て、復夏レて帰国さ
れで、・また日本に戻フてこられたときの行李て・■すか。
パッシン そのとおリて・・す。彼は、戦争が’始まフ．だころ
は、す専士コース（最後《とこうドブたんて・・すヵ・らね。一はバ
くが’C工石1・人フてきて2ヵ月くらいτニブてガら、彼が’
了ガ／ヵに帰フて博士コー又左らやんとやうラとしてい
ま しト。 あ（ と き ま†～完成’レてはがフたので・す。 ナ専士請デ
文しが残ら㍑がラ才て。それでI、「読み1著二き能力調査一を博
士今今文に しよ うカ’と思フ た ら レいが’、 しま いに1さやらね
が一 uト．圭ラ研究室そ（一_文（基礎にしました。東京欠
字’勿尾高チ厚雄先生1と、1リ崎て・鋳物の一…。
南平川口？
パ・、’ Vン1リ崎で’す。
画平 日本鋼管の？
パッシンそプ三’と思う。そのフθロジェ7い一師を一自
ノド（†専士論一文につ吏・・ま レた5 とにかく 「ぎ克み書き能力調
査・は、博士論文とは別個にやったんて・・す。
一                        又’          ・                       、1均平 パソシンさん別ヵ’らいうフレやる州二、と．’フレて
「諌ふ書き能力調査。には関係があまツなかフた（が。
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ノぐ・ソミ／ン 考皮のアロンコニプトと考えて、牙月電しフー二くブよ汐・
フたピそ（フ¶ジェ．ノドか’1ながフす二ら、彼は日本に来ナし
はがっ、たヵ・ら。づ可立かちょフと宣えていないけナしと．’も、
まだ’戦後（早いころて一レたれ、
西早 23年くらいに調査しτ・んで’す払。
・パッンン 23年て・しょラね。
酉平 手ムが’、24・茸。ネ大から集言テレている兵芝ア寄て’’、了ルバ’・
てトて’．やリまレた。
パッシン 一石目で‘はわれわれのフ｝ジェ7トドったけれ
ど一’も、 全部彼にイ壬セま し 月二。
両平 さっきのサ．シフ。ソンプの専門家は木口じI1ツツて・す
が、ハンセン川’’‘？
パッシン ハンセン。そうで’・す。本当1こ天才だ．フたて・・’す
れ、おもしうくて。
 そして、もう1っ参考にプよる；とは、・ぽ’くは直漆関係
しな、がフプてからうわさす～けて・す．が’、終戦にブよフて間もな
く、lO月がら、いわゆる八トラテジ・ソ7・ボ’ミンプ・サ
ーべ・イ （戦略爆撃調査）というのかI’あったて・・しょう。そ
こで、経済、軍事、都市問題、交通とがいろ1いうな分野ヵ・1
あフーたんで’す。その中に、いわゆる芒ラールといラっも
あフた。モラニルはやばソネ立会心理学名が，やって、そレ
てほとんピソカートさん関係て’じず二。は’1くは、一まだ．陸軍
I学技終わフてないから力0わらなが・た。ハイマフさんと
が、そういラ学者違中が一たぜいいたんて・・すれ。心理学名
が・ ｽが11ニレ、人鮮者、世論調査をや一乏人もいブニ。り
力一ト先生の研究所が’中心になってい†てんで’’すがら、み
んなそこて・・やリました。
 ば／が．顧問左呼4だ’川ま、そ（・7．’）レー㍗へ経験（兵
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フす二人がらトーフた《て・じず。 その亨艮青書はこへら！しに㍑リま
し仁？
両平 いえ．
ハ9cシソ らよフと工・もしうい。ど二かに埼フていると
忍ラ．探せばすく川出るだろう。ヵ・た．ソ大きい報告書て1す。
爆．撃中八日本勿モ、ラール・こフいです三’った。ハ／マ：。さん
か’’担当してい仁と思うが・、とにか＜歴史的に非常にお．竜
レるいと思います。残念なが’ら、ぽ．くはまた．日本語掌枚
終わゲよ力’フたがら、加わらプよグフプ・ので一・す。
両平 C工Eにおける世論調査で、、パ・、シンさん列前任
に当†二る方はい’I’’。
パッシン ペつレセ’ルさん。
 H三＼ぽ’／φ前1・、振書分析以外に1川ガ・がフい
て・すが’。
 C J丘（民間信幸艮教育局）の最初の局長は、テイクと
いうラシ才関係、 N13しっ・ビニか4呂リ氷上長ドラた。 ’首3寺
は軍服て’’、少椅ド7たんて叫す。そレて、彼は世論調・杏に
非常に興味か・ふったけれと’・も、阿毛用がフた。原則と
してヤリたかフ†てけれと’しも、実際はやらなかフた。
 猿1ま、阿がいささっというが、政治的な摩擦が・あブト
らしくて、早いご㌔ ?Vメリカド帰リました、そ（手差妊と
して海兵隊・中佐。千エージ㌧ンゲ々が’入りました。．
・彼の賃ネ条は、戦争の前、和蒜山具で1宣教師関隊のと・こ
が句中学校て・・英語差放えた．らレい。デイ7ケ持が’帰フて
から、ニューゾエントはCユ1三つ局長Jこなラナ〈。海兵隊
で一しトから、ペルセ’’ルIq観しくて、世論調査を瀬んプ’②
て・つが・、ぺ）レセ’ルさんは世論調査の経験が・全然たくて、
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す・1｛’鳥目ナ｛‘けだ’っ仁。それで1ぽ’くが’ワ手び出されブ1と思う。
 1｛’けれども、タイフさんが一最初がらやソ†てがフ†・パそ
（ころq2．（軍の楕諦部）との摩擦が’あフたんて‘’す、世
論はと’’こグ管轄が、軍の情報部が、あるいはSCA Fヘ
フまソ民間の方が、文分もんて”いたんて・・すけれピも、ぼ．
くに非常に不利す｛’フ才“は、ただ’の少尉す三’パ・・そつい
グピ飼官ヒ将官と交渉するrはちいヒむす’’かレガ
った．
 そして、 うしヒむすヘカレくな7トビきは、 了メリカ¢
顧問に来てもらフ†。ん，です。ハ／マンさんが一、ます｛‘若わ’
フたけれど・も、当時はシカゴ’丈掌の～0κCす～った。コ
ロンビアに行く前に、世論調査で・カ・なソ評判†～フす㍍彼
ゲG・・世論分析を細的に枇羊川1。方1麦布・立場が
らいって詫対ダ’メー†～といっていましト。そ（！か祈は一大
小ぼくの助けにねっ才く．
 それから、ハーバ㌧ド大学の7ラッ．フ才ドンも采ま、し
アニ．7ラッ7木一ンは、当目寺掌考’としてぱしう’リてnなくて、
ネ±会的にい・剛権威のある人ド汁。夜1が、マソガサ
ーに詰をしア（んで’1すが・、世論は軍（項目し’半ない、’民間
のことだ’と主張レました。軍が’ヤると、†～れも信用し伺
い一 B日本人に対して非常1こ悪い前1列を与えるから絶対に
いけ六八1ヒいラふうねことをいった．大変助かフプ・川“
す。
 もう1人は、十（精神分析学，老プ三一フたフロ9レンス・
ノぐウデプカーて・1、アλリガで1ネ土谷的に非常に有名寸三フた。
猿女は文物の知ソ合いが多く、非常にラまく牛耳ったも
ので・1し仁。ブ・ドの少尉†三㌧†てぼくには大変助けにたっ†㍉
ばくか・ウっPヒ．」中将に会うときには、いっ毛敬礼レて
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やらたけれは一’オよら存が一つす・。（芸）いつも正パ詰をして
τてんで・、非常に苦し．かっすて。す｛’がら、そ（3人が’滞在し
仁ヒきには媒介してく才｛Iニブて、非常ド助けになっ㌧
 てれて・、結局、世論調査1よ軍し・やねくそ民間（戸十管にね
フた。車も、枚1書とか兵るいはスパイ（・卜青幸艮によフて世
言細分村レていたガもしれねいけれども、本当（世論調
査にはダ・・チし’すよいといラ原則†～っアく。大変苦レい戦い
す1’ったけれど・む、とドがくその3人（援助て・辛享に遇．きI’
て、㍍原則を確立しまい1．
 7ラ・ソクオニンカペ来たときに、文変ナスとが・真ったん
て一す。覚．えているかもしナし行いけれど一も、われわれ0／発
表杓は持株ね表紙が’あっオニ。大してりっぱ㍍も（て・・はな
がったけれども、わ外れれ珊・表紙が’あ・仁。そ・表紙
を見トら、「世論及び’ネ立会学研究郭、のものだ’ヒ、ずく・・わ
かったのて‘一す。せ論を象徴するようプJ写真列モ．シ9一ゾ
エた’っτ二。ヒころか・一、G2が1回レ’表紙を採用じず・。全く
同し・毛。，。豆住ド。1とにノ・く大変ナ甘事うキになフた。究極
にぞナtをベフハてもらっす・二。
 そ列ころ、ぽ．くは復員して民間んにねリ、ましプ㍉民間
く1一二す5ったらケ将（待遇になった。対等に話し合いかで＾
ぎるよラにだ一プア・（て’、そ（後は大文夫ナ～フたが’、そ例
ときまて一ケ対で・本当に苦しかった。
 とにカ・く、PO冬S巨は自／ト（研究子算が巾がつい
て’’、P OムS Rとしての世論調査研究所をつくるニヒヵv
て一き六よかっア三。そのがわソ、．日本の世論調査を進める二
と、そして現存句調査機関と島カすることに㍑リまし†・。
才昌専し才よが’’らその質料を皮ラという形で・ヤブ†二んで・す。
 ネ立会学的た分野で・は、われわれ州自分の研究をやつ7（
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んで、す。kヒえは1農地改革に関して・20例ヵ対、一さ目調査
’をやソまし†て。農地赦革前と1、農地改革を実行レてヵ・ら
・1耳手か2年ぐ’らい．仁っマか≡ら、ま六二回し一と．こ1るで・・言回査
牟ヤ／まレ㌧同バ’あ一一ド11魚業権の研究毛やl／まIしト。
1そういう研究はわれナ）れ自二／わ．力て・Iや、ソまレ、仁。ドけ札
と∴も、世論調査そ例’烽ﾌ一ﾍ・自．ｩ（カ’ﾅ∴て・．きなか一ﾁた。
画界裳地つ詰が’出まし1÷が、’・トニー了さん＾がとll・
そ（とき関係は・…・・。
パソシンい・1ナニ。猿ヵ1一農地改革終わフてがらしかそ
（研莞をやらい・フナニ。わ九わ九（はそれ以前仁’フた。
・・茸の初め’’P・・ろ一山梨県ポ率とい1簑村て一姑れ、
 そこで｝フ。ソテスト差しヨじず二．とI’ラレてプソテストに
使フたガというと、喜多野精一先生が一戦争前がら研究地
に1率1ていまし1こか≒、大小賃料がかllガ．らで・・ザ本
テ又トし＾ヤいてフリ／テストにし．ブ川て・，九そ（後・・打
力村て・1調査をヤl／ましブて、
 石研究チームは、大体1σいユいし／圭人くhらいで・・つくフた
んて・・すが’、その手一へには経済学名、抗計学名、調査専
戸．コ’ ﾆ、農村ネ立冬学名たビが‘人フ’てい、ましア・。お《’兵《勾
村に／～・週間／ら、・いま一 ｵずく日’ 焉Dち多んそ一こに行く前
にも、ちヤ／＿ヒ下準備の賀粁を集めプ。ので・寺。農地改革
’前ハ調査を22年に踏み出レたんて…すか・。
 当時（総司ト郡で農地改革を担当し÷．∵たの1一ま天然賀
源局（ナ手ユラル・りソーセ又・七7シラン）で’、局長
は軍服ア1一っアニんで・すが1、人タンプオード・大学の埴政学荻
授て・・しア1。そこは字問的栗岡気か1ヵ・なクみ、フアニんで’す。
N㍑が㌧番われわ札を後尾した。各段的．六坤会科学調
．奪μ畢、1÷と．1思1フ十一と1．≡、’ろぽ一、．I総＝司．令、部内、．下1一ヰ、N一ド31か＾
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一番よかフた。経済及科学局（石3S）で・は経済学調査
をやリましたけれピも、ネ立会言回査に在、まl／興口米が1ながフ
㌃二。天然賀源局て・はそういう一興咳が’あリまレプニ。たがら、
係援ばかソビやナヌ／て、そこか一 逡ｶ分一参加毛わた。
 そして、第’国の言回査を4卜才斤したら、N尺Sと文劣＼い
ういろな話し合いがIIあフブニんで・づ。フ。D7’ラムばと’んね
ぐあいになフているが、ど一ういラ3、うに調整しだけ才じは’
ならねい〕・、ビういうところ1ま1主意レなければ一一なら才J
いというよラなことで’’、一がなリ有益ブ～フた。そオ’しが’、わ
れわれが’一番影響をふえブてプロプラペつっ←一まかのア
ロプう久はま兵まあといラ程度で・したけれど・・も、表地改
革にはがなソ景う饗を与えた．
 そして改革が，終わっトら、まト回レー農村に行フて、ど1
ういラ。5、ラに変わフてきh・、村役場とか、村会議員と
か、農業岨・合・とグ、土才七例／ト駅、とが、あらゆる祉会的な
ソ、心王翌的なク、精神的な、え姜再調査しました。そして
亨同査の令き果ξ発・一老之しましアニ。てナしは1フ（イ列びすか・、浦、
村にフいても同し’よゲよことをやリまレト．ρ
 当時、いわゆる漁、村社会学て・・、おそらく日本一（2ん
が’うらにいト。1人は桜困勝徳で・、当日手、主に民俗学を
やっていす㍉；魚付gことが’井一常iこ詳しカ’・ブ（もう1人は・
関敬舌て・い二。ああいう学者が’いたカ・ら、おもしろい調
査か・で、きプてわけて・す。
 せ論調査は自分ψカで・やらナJいことにな。すてのて・・、て
れより毛っと広い調査に力を入れてやリましアニ。てうい
うやリ方て・し†二。
両手 一度何か人P問題4調査をやると」い、って、水野坦．
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・さ 人■・こ 「サ ） フ。 リ ン 7へし ろ」  と いプっメして 半っ ブニの で・す が’、
ダメに才ハ†てことが．あリまレす・ね。
パッシン そのとき初めてわれ〆）れ世論調査をやる言午可
をもらって、自分②、・力で．・調査差やる二と」なったんで・す。
インタビ’ユ了一も全、軍ヵ’ら重力貢レていいといラ言干可か’虫・
プ。んで’す’。†～けれども、途中で’デメになつらやつト、一
 といラニヒは、そこで．一産児制限問題にぶフかっア〃了’’
す。当時、シカゴ・・大学の地理学者、エドワード’・了ツガ
マン教授といラベが’、総司令部φ顧問とレて1年くらい
来てい六二。直接マソカーカー一句額問とレていたと昆うが’、
もしかしてN巨S．（顧問が毛レれテよIい。彼が’日本（賀源
と人口についてグ言回査を十フて、本（ポて・’忠ましト。
 そ（本・・巻ネといラーが、結論グ…とこうて’、産児制限に
ビラしても追まはければならはいといラ個人的な意見を
入れトんで・す。そ札が一発表にい一て間もねく、マッカー
サー巧又ダソフの、々がイれ左涜ん一て’’、しゃくにごわフた。
アメソカク／占合員軍が・産児串！限差丘あろはんい・1こ川
けしからぬと。それで・、そ（本全部すぐ’取ソ戻さ札たん
て一す。もらう、4何冊う・はもれてレまフたんて・すかn、ほと
んど’国心しましナ・。
 われわれω調査は、らようと・・その季1牛にひつかが・六・
ので・・す。人口問題は非常にデリヶ一トにな・てきまレて、
総司令部バ人口問題に解れないことに・いプ・んで・・す一そ
れで・われわれが・盆†てI一ダ’メになフた。
 … 人／ら…“ンタビ’ユトが・全国がら集まフてき
．た。年末τ1．パてんで・・す。ぽ’く列．家＾庭でリトテ／一をや
り ま して、 」杏！茎く ま で・看欠んだ’リ酒手フ字ムラ たリ しま して 、
ぽ’くはと’ラしょラかと思フブ1。（笑）凍京から帰さア・け札
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ば㍍らなかフプ1て’Iいう。帰すヒいフでもみ’全が‘．要る。
だけど、軍は昨年にのん気㌃三Iった。て・・すから、あ全φ弔
意Lﾜだしていねかっ†二。帰す汽車賃もなかフたて・1すがら
ね。
 とにかく大変苦し力’フプ・。POムS艮が’あれ、にひフが
ガってしまフ†く。／〈P戸『戻夏、手色亥才色虫ナtてはいけないヒい
ラことにい←んで・寸が・ら。それは唯一つ、自与とレて
のせ論調・査たつ一六こヵぺ、とうていクソになブト。
両平．あ少とき一生懸命サンァソンプをレて、それが’結
局・・一・・。
パッシン サンァリン7‘’の言1リ手東毛やリました。±セ方で・イ
シタヒー’エアーの訓け宗条まで‘・ヤリましたし、石サカ争ノ会もヤブ
て、す’’い31一ん／敵底した草偏差して∴六つのに、そういラ3、
ラにナよ’ラてしまった毛ぺ～った。
西平 あグ1ころハ㌧ソシンさんが．’ふ・っレヤフていまし仁ね、
「日本はつ亭電が、多∴からん口が1ふえるんナ三㌧って。（笑）
こ（こ・ろ／ランか何かηいいう宕己事が．出て11主したけ
れξ＾七ね。（芙）
ハ㌧シン そうで・しずれ。ばくは産児串リ眼の調査左やうラ
としなヵ’ったけれど’tも、人口問題だ’けて・1も†分に，デ’リケ
ートドっトから、手左大発いち中っフニわけて・・す。
ノぐツ…／ン 売春ラ麦ハときも、いろいうあ」もしろい石珂究を
やソました。舳二問題が’はかっすて。おそらく総理府と一
鮪にや・†1と、巴う。総理府について、ま←非常に欠きな
問題が・出ていフニ。純理肩カ㌧1重要な世論調査ナ三’フた。とこ
うがCエE（三エージェント中佐が’、日本政府は必ず世
論調査を悪用するという考えドったから、ゴ悪用で・きねい
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よプよ体辛／をク1らないとヤらせ1千い・といっll。
 ほ’’くにはそれが’ら、よ1ヒ｛過ぎ㍗と思1た。了メリ
カ政府でも世論言同査左ヤる∩に、ピうして日本政府か・て・・
きねいか。て・すがら、政府として、やっ．ていいこヒとH
けナよいこヒをヒ’’ういうふうに区別すろかというこヒにつ
いて、ぽ■くはいろんねガづド’ラ．インを書いブニ。
 フま／、直接政治にっいてヤる〃’よ／1千い←一ゴ／
は思1㌧ 人（意見を悪用て・・5台ようだ調査は絶対・いけ
たい。フrイバ’シーを保障レなければ．いけたい。て・すか
ら、戦争訂’グ1、巳想統宇リに逆いようなもの、ならいけない。
げれども、政府・．フ、プラムを改善するテニ州調査1ま絶
対に必尋ナ～イ1から、大ノドもんて・い←んで一す。
 ヒにか＜ガ’イ．ダ㌧スい／っだんて・すけれども．、ニュ
イエント中段ジ納信頼て”き六よい・≒いう立場て・し
ト。「1麦律がけよければねらナよい・俵H壬しトら憲1麦の中に
一入れトがもしれたいけれピ毛、（笑つ とにかく法律が一だけ
ればヤらせナよいという・）．ll’っト．一それに大合時間が・がカ
フた。
両平 国立華諭調査所で・す払1
ノ．ぐツシン それを設立するのにす’い、31一ん時間が’ヵ’かっ仁、
ぼ’。は’間に立。た。ニュージ’エントと友まリ意見が一合わ
なヵ・っ†て。ど・っちがというヒ8本1則に血．かっ才くがら、ち
ょワヒむすしがレがっす二、とにがくヤっとその1麦律ク・’て1ユぎ
るよラになフブニ。一
両手 図五世論言同査所をつくるときは、一議員（提享て・っ
くつすてわけて’すれ。 そのとき。〕っぺ表一者が’、欠石ヨシエヒ
いうす∩代議士ひ石前にねっているんて・寸。  あ列人、
酔ラ仏フて暴牝たくじ’や才よか・たて・すが．
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 もらタん酔ったの1まi国だ1つで＼有毛になった人て一す
けれと一ユも、ビ’うして依女がIそういうことに奥口未左持一って
いブ川か。中で、、す三’れか⑦名前を借リようという二とで・
々ったのか屯しれたいけれピも。
パ＝ソシンわれわれは直接には議員とフき一合いしないこ
とにナいた。統三里府て一ポよがフた色当時中一夫連絡事務所
といラ機関が’あったひいう。そこを五し’てヤるこけ～
フす二。
両平 リェゾ’ン・才7イス。
ハ9¥シン とさビきリエゾン・才フラ又巧人が’’派壬里府巧
人をっれてきて話し李い差していブニんひすけれピも、わ
れわれが、当事岩とα直接（連絡iま計ミれは力・フた。
 本寺にほ“く（士号台㌧、ニュージコニントとしょっらゆう意見
が・合わ打がフす二がら、槙重にやらたければ’ならなかっト。
意見が’遠．っているということ乞彼が1ち寺んヒ乗。ってい1て
ガら、ぼ一く’は非常に1主意し．てヤっすて。
 当8寺、世亥昏調査芥が’しっがリレてい㍑かフた。インチ
キね調・査険関が’あちこちにあった。持に地方にあっ仁。
〕I’ロ ッ キ素斤開みトい な勿 もあっ τ二。 そ う い う と こ う を 言回
へ■る責付もあ1＋。・たビーえば軍政邦がら依頼が．来て、「こ
れ、ちょフと言平定レη千レい。といわれ一ｷてとき、P0ム
3KがIすぐ調べて報告書を出して、そ（処理を一向こラに
任しフニ。そういラ壮李もあったんで・す。
両平 それこそ本当に文字ビ’おリおがげ’さまで・寸。日本
て・は世論書同査のスタートが’おくれア・1から、戦争前はほと
んどηなカ’。たといつマいい＜らい．て・すね。いい時期に、
後がらス9、トしたし、サシープソンプなんか笑にきちん
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とし仁もので、おそらく了メソカよ．リい㌧．・とほ．’く月二らは
いラんで一す・配給台帳や何が毛あリまレトし、そういう
点1て・七恵ま祁てい†て力・ら……。
ハ0ソシソそうですれ。そう∴う施設が・非常に助がフた
て＾しょフナLドけと叫、、pO具s斥ぱ’古’ソて・・なくて・ESS
もカプ・5ソサンフ。りシク’一を5重言同してます古・ら。
 いっす｛∵たが、てンドのカルカ1ヌっ珊窄所が．ら、プlI
れ†と、1τてが日本に来ましト。ストラ子。フ。イド・ラ／
テム ・一→ブーンフ。リ シ ク＾の王星請・でIすぐ れて いると の言平手1」†～っ
た。おそらく丘∫Sの別号て・来たと忍ラ。占預中ド’フた
がら、みす・’からて・，一来るわけはなかフす・．招待て・，ねけれ1ズ
来られねがったて・レよう。そして、彼隻圃んで一冊椅会を
やったんて’’す。
 もう1人、 ム・もレういノく＿かいた．   ウィリマペ・コ
ップ・テ’1ンプ川干間後／らいに来ましす㍍ちょフと
変わプア・人て・し仁ヵべ、天才た’ワトーお七しろがったね。
彼は高等学校を中退して、独学てI教学を勉舜し六二んで’す。
最初国政調章局にだア～（グラーフて・一入ったん六～け才じと’毛、
文変ね天才的才能か・‘あっブてらしい。当時の周一長が’それを
言忍めて、テ列（才ユいこと†｛一っナでけナしどしも、う氏い7ラー7方’
らプ。フェッショすル引立に昇進しア・、非常におもしろ
い人だプアて。
 俵はサンプリンフI’（専門家す｛’・た。全国し・ゆう研侍会
をやリまレ て、 すIしい、5∵ん李辛1し六三Iフす二。 あると き、 ほ’’く q
家に・ヵ月／らい1色まフIて’い宰しオ∵列・ん口問題調査
のと声・復申けンフリンプ巧石珂停会をや1㌧
両県 何年まで．’あてこにいらレたわけて’一すク㌧
パッシン ぼ’く1ま／9夕／年の！2片、，らよフとイ木憩て・了メソ
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カに帰フナニ。女房が’結庶にががフて、アメリ々ピ入疏し
ましナ1（τ、しばらく彼女巧そばllい右1方が’いいヒ足フ
†二から、／2月にヤバまして、カリフ才）レニアのパ’一7レ
ニ大仏助救援になつト。て・すがら、夕1年／・月まで・て・す。
 翌一与（4月、占領が一手冬わフ仁。 そ（6月にほ’’くは自・分・
（研究て・・巳本に度フた。で一すから、ほとんど・・終わりまで・
いブてんで＾す。
両耳 いま日本の世論言回査ヒ了メリカ．4せ論調査を比べ・
て、 どうお考えて・・すが。
ハ・ツシン 日本の言回査は非常に多いて・Iす如。アいノヵの
せ諭言回査ほと．’深くはないと厄うグ：て，す。まだ’ちょフと浅
い面が・ムる。才支術的には井律jlいいと思ラ巧で・す。けれ
ど’も、兵まソ沃贋が’ない。同し’よラナよことをやっている
ノ
ところが・多いし、みトくハ研究所ムよラに、本当に渓く
突っ述んでいやフていろとこうは糸3リない。アノソカて・
1よがねけ、リま考。
両平一ブニくさ’ん．あリますね。
1ベッシ’ン  そ⑦、屯で■ま、 了メリヵひ方が一まだす一’フ と三笠ん
でしいろと思います。日本は非常に福州広くて敏宛て・すベ
ラ芙薄’ρが’多い。 ちょっと亭内得し行いところが’ある。席た念
．上・コンセフ。ションというが・王星紛が’ちょ’ワヒ足リ．㍑い
と二ろが’ふる。阿（た｛1こやフ．ているが、何（ず反言定によ
フてヤブているガと！．・うことが’はっさリレてナJいもρが’
多い。むろん、アメリカ勿世論調査みんな完壁なも（し’
やな、いけれど一毛、きちんとやフている勿が’がねソ多いと
思いますれ。大体そんなものレペよいかと思うへ一’す。
角平ば’く毛でう思ラんで一す札ほ‘’くす・らは統書す学名た一
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から、 余リ仮沈はナよが’フだけれどI1毛．、†てと’え1コネ立会学考
と1嘉力してやっても、何もなくて、すてτ｛．聞／プ’ ｯ一一。
パッシシ それが’多過．き’’ろと，思う。
西早残念て・・すね。
パッシンセ1が／勿、千ヤンス†1！から・いらよ一1と完
全打も巧をやれ、ばいいんレーやねいが。
酉早 言回査の萎文は井掌に多いと思う勿て・・すけれど’も。一
ノポソシン  純正里宿て一も、相当お全を使って調一査しマセ、
ちい．と突っムみが1足りないんひすね。量が’多遺き’．て、
貫が’ちいと、疋ソたいんて‘’すね。コマーシャいと1う
はともがくとして一、あるいは新聞たんか、言己亭にナ5るも
（て一・たければ’づ支えたいがら、 と1きと・・きしかて・さないとい
うこと1けるけか、ピも、総王星肩1はもフと徹底しフニも・れ
やろべきい半六よいヵ、一と、恩．い三すナよ。千ヤンスて一もクミるし、
大きいムき左づ吏フているし。完全＼なもかはて・・ゴな1・カ・も
レナしナよい1すヲλビ㌧も。
西早 1つは、ごっきおフしゃっプ。みブ。いドー、蓑村調査
のときにしろ阿にレう、 いういうアソテストをヤ？たソ、
了い／カでも、こ‘’自今て・1農村に人フていろいう調査左な
さっト．ぼくトちも、そういう二とを自分ブ・ちで’やラた
けれどしも、こパ“ろグi人は一毛う自ノ舳全然フィニルド・
サーべ’イ1まやらねい。 そ・れは日本†～けで・すが、 アメ リガ
に毛そういう傾向はありますが。
ハ。ツシン・アメリカ4ヤ’ヤロッアと汐・1ブハ。一ヒが、そク
いう丈きい〕マー1シギ1レな世論調査所は，そラいうふラに
やっている。けれども、三ジカ’ン大写の工s目とがああ
いうところは、 もフと突っ込ん六～ものをれらフ7いるの
で・す。
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 もらうん、天フ止ん†～も（をヤるには、す’∵ノ31’ん工全
がかかる人ノて‘’すがら、 あ全のせいで・’て・きない生易台＼が’多い
て一しょう、それで・も、全体として了メ1ノカ（万カい日本よ
リ突っ込ん才｛’研究をや一ラマいますね。      ＼
 ヨー1コッノぐ1寸まちまちて一すわ’ら、 よく二やるビニろもあ
ろレ、素タドあつさソレているところもある。アメリカは、
全部しゃナユいけれど’も、わソといいて一す。
 日本て・■よ、セいせい純正里肩・が・もうらよっと深い調査左
やれば’いいと思う。あ・て・くもよくやフていますね。もち
ろん新聞ネ土てもいいのもみザますけれど毛、さ体として
はほとんビ’戊いも川篶・ジ。責粁は寸分にしぼ’らねいて．1
いいとこゲ三’け使って記事にレて発表する。むブ｛’が’多い。
彼は．賃料し間レナよいから、そこも1r．題が’兵る。日本て・
は本当のセ才ソrlよって調査を工住するどいラニとは、
ナっリ と 〃一な いて一すね。
 もらろん、選．季調査て■ま目的が．は？きソレていろけれ
ピも、いわゆるネ±会意識調査とが祉会調査の多くは、日
航はっきリしてい†よ1㌧賀粁はお．もしういけれど1ザ
ど’ういうふラに扱うがヒいうニヒが’わからないがら、評
悔が’非常にむす’ヵ・い㌧
西平 私は去年、まだ’数ヵ月前て・すげれピも、イキ’’リス
州・κ1（N・・k・t・＾OF川・パ…ザ／リηt・・一
浪七iθηaユ）といラと二ろ（べて’’、．谷固（世論調査の突楕
をj竹の本にす、るから日本。lこと三書けといわれて、書
いて出したんで、す。間もブ5〈本にな・す・ら1吾戸差し上げ’
ますけれピも、そ’（中て・・、日本人と日本語と、2フ（間
ノ題が’ほガの外国人にわからないナ三’ろラ。世論調査といク
州よ、日本は非学に盛んで一すね。■けれども、自かハ意
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見はあまソいいたが’ら柚い国民戸～と冠ラらで・・す。そうい
ラ意妹て・は、世’論調査をする〇一ま非常に国雑ナ～。ところ
わ÷1、 せ論調査に対する4翠咳は易孟烈に3重いと、巴ラ勿 て1・す。
それこそ、たと芝ば本音とたてまえというよラフ・問題な
んがも起きてくるレ、、そうい）、崇、て・・日．本人は世論調査に
南ガない（し’やたいか。
 しう1っ、言葉も、すてとえば英1語て・1あれ一げ、賃問すれ
ば「イエス、何とが。「ノー、何とが」 と答えると、調査
員1ドイエス・が「ノ1にマルをつければ’い1㌧一番
簡単オよ言回査て一すね。
 ところが・日本語川それを訳レて、「は．一・「いいえ・
と書いて方、ろ〔れと“も、余話・中て一「はい一．とか「いい
え、ナJんで、いっトこヒブよいわけて・・すね。・そういラ、壱、で．
l1牢にあす’ポしいようだ気が’するんで・すけれピポ
バー・シン 日本1・噴問ゼは一い。とザい一え、という亭・
ラ’1戸こてること自本が・間遠いて一寺。日本山世論調査にフ
いて、そクニと差言忍グるけれども、アソリカ・調査にも
〃、てし1るよラなことがI歩、る。1ヨ本て一はそのことを甘く見
ていると思うんて’す似て・いるようオよれiさ．い川㌦1あ
る。世論調査で1、黒自をフけることによフてI、が六よリ間圭
いが、忠てくると思ラん．てIすかへねθ形として、巳本のと了
メリカハヒちょフと遂うガ毛しれないけれピも、庶本的
にイ以ているような問是嚢わ＼”あると恩フ。
 ほ．’くの「イエスかノーが」 ビーいうエッセイをご一1らメしに
なクまし†二が。
画中い．†・丁；’きまし†1。
バ・／シン そ1で・書いいは、’英1語て・も「はい一が「い
、・ ｦ一 かそうばフきリ していないといラごとで・・す．みん
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プ6はフさリしていると冠フてしまうけれピも、必す’し6
そうし・やない。美語“ボまいな場知リ，る。
両平こパろよぺ「γ。。，』叱t…・…．”といラ〃ある。一
／いシン 「イエス、と・いったら、「それは・賃戎必す・レ
も’しねいけ九ピも聞いている。という場合が俳挙に多い
レ、否定て1あらわす場合衛／まわ㌧、そ1は非宰に
むす’がレいと思いま寸。
 その・、壱、て・・、日本・のラく②調査は下チた毛舳べがねソあ
る。簡単ナ5貫問で・毛下手ナよ毛勿が’多い。質問を読んブ～ら、
こナしはグ1メた’フて、 すぐ1わ古’る。
産フ平  そ十て墓日本享吾の門天員とレて、 もフと改良て一きる、
うまくて・、きるはす．Iプとム・、思いになりますが。
パ・ソシソ て・，きると、弔います。たたI書きブよく・一るんし・やた
くて、もうちょっヒエ犬す八ばで・きる。．もう・少しフ・ソチ
人トをやるとが、才）るい1ま！麦（劣＼本チrをひっ くりや九はいよ
＜なると、ゼ・ます。
 この間朝日新一聞が’、アノ リガと 日本で．’両国同時調査を
やソました。もういフと詳しく見†二いと冠ハニ。納得
て日3たいことか’’あソますれ。
莇平 儲亮、も毎年「日米比較、といラの差やフています
抽。
フ、。ソシン  了メリヵはドれがI’やっているんて・1すφ＼。
両手 譲亮、はギ’ヤロッフて1す。詫果のアメリカで1のコピ
ーライトはキ’’ヤロ・ソァがI持っている列て’’すが・、 と一’う七キ’’
ヤロゾフ、方てハも困るらレー、・で1す。プことえば、「日本人、
といフたときに何を，思い出すが。去年、おととしねらい
いガもしれまセんけれども、1σ茸くらい煎にぞラいフて
も、日本巧ことはほとんビ知らねがフナニわけて・1しょう、
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向一1うも国つ衣らい・けれピも、質問をもプケレ書えナし
ばいいと思ラんで’’すが’れ。
ノく・ソシン ／977耳列「世界育年意識調査、では、ガねソ
ひピい二とが’あフた加∴日本読ひもあいまいブレー、それ
に当たソそラね外国、質問をえたら・意峠が’ま今で1連う
めもあったし、らよっとひと’．い。
西早 さフき質問レた、言葉として、日．本語というのは
改良の余地が’歩、るグが1．1フ・問題で・す。・もうIP川ガ日
本人は1まフきリ物をいわねいとかなんヒがいわブ／していま
すけれど1も……。
パ・ソシン  レがレ．、 それは才勿ドもよリますか≡フ．
西平 そんね1といよいですが、世論調査てい。
パッシン 多、る程、贋あるがむし才しない・ フまリ、アメリ
カ人七、語レトくないとが遠慮．することが・た．まには4、る、
あるいは、デ’リヶ一トな／う＼野に両玄れるヒ、イ言ま員で・きたい
五事が’多いことも一ある。rすがら、／ト野にもよl／5デ
 そプよると、日本人が’あいまいねと’が遂．慮するところ
は、アソリヵ人が遂、慮、するとこうと、、らいヒがみ合わ
ないがもレ舳一け咋と’’も、両者にあるニヒは間室いね
いと思フ。
 ナ（とえば、了メソカノ＼にセッ7入にフいて真フ先に開
＜ヒ、絶対に信頼で’きたい一片亨て・は亙慮する、片刃で’
は庫勢を5長る．全まべわからねいて出す、
両耳 進歩的なようだことをいフてみヤるとか・・・…。
パッシン そうそラ。て・すから、ちょっヒわからない。
 了メり力で・も、たとえば一塁季調査が・遥季結果・と合わな
い場合洲非常に多い。日本と似ているところヵvぶると思
うんひす。す・τ～、遠慮する問題が’．了メリヵ人と日本人て1・
            32
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25093
はちょっと遠ラグもしれねい。
西平 選挙の予想て’’、初め1こ何党に入れるが。レーガン
に入れ・るチカ’9一に入れるか、そうい一宴jとは早気て’・
すが。それは遠慮する部今に入りませんが。やフばり人
rよりまずカ・。
パッシン 人にょフでふ室慮するて・・しょうね。本し当勾こと
いわないて’遠慮する、タ、るいは意見を保留することも兵
るで・しよラ。みんなそうげやねいポもし十したいけれども、
ある一音下が’てラいラふラゴこやる、 そしてとI・’αデ吾下が’やっ
ているガわガらナハ、から、問、題が一兵る。
西平 いま日本て・・世論調査で．’一行っフニ場合に、「もう世言合調
査は多／て間に合1リす・といわれllといバい話が’
あるんて・・すけれピも、（笑）ピうで・しょうが、世論調査に
㌣すするちち力という古・、 そういう、亭、て■アメリカ人もうるミ
ガリま方が。
パ・ソシン 大体うるごガ’らね1）て・しょラ。†～けと’’、 うる
丁ガ’るところ・もあソます、河／かはわからナよいケピ。τて
とえ．ば、井宇に厳レい又トラティフ了イドラ〉9州ム・
サシブリンブ勿場合、才盲定した人で・ブよけれ」ばg’’メブとい
う場合、答えて／れはいヒ国るんて・・すれ1
西早 それこそ了パートまでn行フて毛、アェヵ’なヵ’中に入
れナよいというこヒもあジますが。
／ぐツシン むすいがレいで・すね。てユすヵ’ら、こ．ハこ’’う了メ
り力て・’電言古でIするか、スる1－1は行く前に電話で．・了ポィソ
ト×ソトすることも島1ノます。それはレよっらゆラあソ
ます。
  このご’ろ幾フカ・⑦朋究所が「、即座に、早い調査をやう
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うヒ思えば・電．話て・やポ多ケパ、ξ、が1兵るかもしれね
いか．「 ≠｢て・す。そハがわりに天声、が’才）るという二とを、
ちゃんヒ言忍＾なか㌧ヤるんて’’す。
 ぼくが’見たところで・は悪／－1・いと思1仁。なガな．がラ
まくて一きるプ5と思っ六㍉けれども一日本て一もそうでしょ
う。世論調査1な．’っ’リで・㍑く、マーヶ・／ト・リサーチが多
・いて1すがら・そこはか！よハ抵抗が本で。きて、い章す一。マ
ー〕アット・サーへ’’イに対して’怒リ虫すこしが’兵．りラ号る。
「自。分（アライパシーか山侵されている。とが。電言毛て一や
るグが’井掌に多いんで’すが’． そこは反発か’’出る。
西早 てろするビー、一般巧了メりカ目元τ三’っτ・ら、仁と
えは“キャ．ロソアとカ’パソスというよろた非常に有名なヒ
ころなら1ゴ、メ／）リタ、い1：才氏4えプよく受けるわけて・すう・。
／いンシソ わりと・・一。問．題にむよソ3すけれと．．も、政
う合意・諸くねらみん㍍なナしているレ、 ずく’I言走み才勿にしま才ター
ら、そういうことにっllては一応ち壱力するポろうと思い
ます。
 ．こ＾存し’グと工、リ．、了メリヵて’ケ数民族力v’かなソいます
 一         、               士  ・・ヵ’5、ああいフどころで一あヨソ吾はないことか”・あるて’’レ
ようね。こ（間パ目勢調査で・、そういうトスかなソあ
フす二。そ十しによ・フて・、 多’少（了ンダー・エス手メード、
フリ低い見積もリ州1ていト．’大麦問題になフたんて・・
す。裁判事件まで・・なフています。；ユーヨ・一7市ヒガ大
都会’て・・文分問題にオいています。協力しない人が’多カフ
す・ということで・’、・あるとこうは国勢調査差ヤン重すご二と
にねフている0て・・す。
 そナ〕よほとんと’’うテン了シリカ系が移民系が、あるい
は芒プリて・入国した老て・すれ。そレて、軍、人（守にもかな
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けソましア㍍そういう少数民族とが石クー’’ハ、1は㌧井協
力者か1かなク多いのてぺ才。
 それは、音豆のせ諭言回査て・・と一1ラいラノ主ラにやるパ・と
いう問題もあソます。たとえば’攻冷意識’とが遂奉調査に
なりますと、投票するか・どうかという問題が・あリますが
ら、有権者て・・あるかと．’うか。日本は有権者名簿が、あソま
すけれピも、了ジリヵはそう簡単て・ねいレ、場所にょフ
て碁準が’遠いますから、本人が’矢・らナ・い場合も4，1て、
ちょブとむす一’ク、しいて’’すれ。
両耳 日本て■ま世論調査だ’けて．・なくて、国勢調査みブニい
な兵兵いう調査も、すイんグん必要の要求度一がI高まるけれ
ピ毛、実施する～まい・い・むす＾ガし！、。
パッシン 日本て・・は統計局一が’いういうた調査左ヤるで・し
ょラ。消貴動向調査とが、幾・フく。らい4、るハで・す力・わ、
2フくらいで・すが，
西平い．ヤ、も1ピて／さんあクまザ
パッシン 定期的にやるヤブわ。パネル式で・…一。
画干パネルて’’やるαもあソまずし一∴。
パソシンー と．’うて・すか、一八。ネルは。．・らよフと抵抗一が’虫だ
い？
両平 やっぱリドんブビんむ中ヵ・しくなってきていますね。
浦水 ちょワヒ詰ヵベミヵ・勿はリますけれピ毛、パ・ソシン
さんが・C工［て1・里籍三離れて民間人になられたのは、何
茸何月て’す力’。
パ・ソシン ぼ＜が’復員しr二⑦はノ94．7算の4月て『す。終戦
のときは、日本語隻勉5室しテて老はみんナ川年から1茸羊
くらい復員が’延ばされ仁。ぼく1本あれにひフかっ・りまし
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て、・・耳μ月†÷1㍍赴いま考。．復真後はさ1さ詰し
トよラにガ’ラッと変わリ3して、少将待遇、になったんて．’
す。（笑）
 東京以タHこあまソ世論調査機閃が・〆よかったて・Iすれ。京
都（永まさん。永末せ論調査研究所という②か’1衷フたて一
しょう。当時わ’らαフき合いて・す。
両平 代言義士にだフち㌣いましト岳、らね．。（莫．）
パ・ソシン で・も、変ナよ調査機関が’あった。博多にもかな
リ疹，ソました。々恵島にも兵フたことを覚えているし、と
一にかく兵、らこらにあソました。当時“）チギね如が
多ポ・す（で・す6’らね。
 われ一われ＾番最初パネルをやうた・（が’ム’し．レろがフた。
朝鮮戦争力＼’始まっ†こころて・∵しア（一が＼もっ1人PO＆Sκ
にいナニ人、覚えている・て・・しょう、セーヤー君。セー・ヤー
君が・、イーキllソスで・何ガ有名ナ5広告冬在の調査部長姜やフ
ているんて一す。P○ムs尺をやめ．て固袴創て行って、外
交官生1舌左遂1’た後・了．メ1ガザ香牛き一・た告会社て’’
せ論調査をやることに’ ｷ川ましト。
 イ度か1’てのハ白I末ル言周査享ぺっリましアニ。 ほ一’くう＼いフもやリ
た1ﾊ・っ，す二けピ、日本（調査機関は高いがらやリたくなわ・
ラ仁．そして、ど■こと一緒にやラすてが覚えてないけれど1
とにかく朝鮮戦争（ときにそひ手ヤンス。が’’あったんて’す。
そ・ちいと前に、わソと敬弔限寸調査差刈まして・
どうい）王星由が、そ介まま将フていたんそ‘・す。朝師戦争
ガ’勃発したときkそれ差刹月して、 同し’レスたシテI’ソツ
5oo～、600人に似ている質問を聞いナニんで・・す。3ヵ月すニ
ブてIから、もうj回’ヤつ．プこ一。 同し’人は3回しかつ吏えプよ、・
で・すガらね。非窄におもしろい調査だフた、
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 トビえは．’、「イ可党を文才奇盲るが」 と聞いフー二ら、 1日目ヒ
3回目、純計ほとんビ変わらなか1＋1。変わらい・った
といっても、中身をえたらプい分速フていましプこ’グれと’
も、締†は回し十フ†て。て一．すガら、．2フのまるさツ・予危
しト解采尺が’で・きた。／フは、「政治が’井窄に安定レて、・・包。
全然変わらたい。た～けれど’も、中身が’何回も麦わフた二
とを見たら、「ちっとも妄定してい†6い・ヒいク解釈もて・・
き’㌃二。．ザn＜＾もしろがっ㌧
 ナ÷ガら、ばく1まいっも言回査桟・関にパネル調査を推薦、・し
ア・ん†～けれビ十や台ところ州亘とんピながフた。
西平 ぽ’くたちが’羊与の間を置’いて支持政党a〕ことをや
フて、同し’答えをする人は7割ぐらいで‘一すね。
パッシン 当時は朝鮮戦争す～フたがら、わりと歌しく変
わる時代にしても、不、巴素た二とに、読訂が’全・く同し・ブ
フに、本当に目が．む〕た。驚いナててIす。けれビIも、ぽ’く
I言紀得力が’疋リテよかつ†こ身い1カ’ら、す三’れも納得させら
れ六Jガつτ二。（美）
 それをセーヤー君に担当ごセトんで■すが’、7λリガの
ハrいヅソフ・才ビニ才ンといラ華珪誌に発・．表したヒ思いま
す．。
西下 マれし’や、ビ’うも長時間あ’リが・とうブざ．いましIτこ、
3？
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